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ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会

十
一
月
十
九
日
、
双
葉
保
育
所
で
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
園
児
の
「
ふ
れ

あ
い
も
ち

つ
き
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

園
児
た
ち
は
、
も
ち
つ
き
を
す
る

H

お

じ
い
ち
ゃ
ん

uに
声
援
を
お
く
っ

た
り
、

一
緒
に
な
っ
て
も
ち
つ
き
を
し
た
後

、

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
を
口
い

っ

ぱ
い
に

ほ
お
ば

っ
て
い
ま
し
た

。

ま
た
、
も
ち
つ
き
の
他
、
い
の
こ
の

作
り
方
や
お
手
壬
を
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ

て
、

一
緒

に
楽
し
い

一
日
を
す
ご
し
ま
し
た

。
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画

聞

圏
E量

道
路
改
良
工
事
請
負
契
約
等
可
決

ぶ

第
七
十
四
四
重
信
町
議
会
臨
時
全

が
十
月
二
十
六
日
に
開
会
さ
れ
、
工

事
請
負
契
約
な
ど

二
件
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
同
日
開
会
し
ま
し
た
。

今
回
議
決
に
な
っ
た
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

O

工
事
請
負
契
約

町
道
別
府
佐
川
線
道
路
改
良
工

事

を
六
千
四
万
九
千
円
で
有
限
会
社
橋

詰
建
設
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。
工
期
は
平
成

五
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
で
す
。

O

町
道
の
路
線
認
定

横
畑
牛
頭
守
線
(
牛
洲
新
和
工
業

北
側
道
路
・
延
長

三
二
O
米
)
を
町

道
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
を
可
決
し

ま
し
た
。

の'1' し幸良

ー・4・・・E喧:i'1...ー~._~.・4

広

外
国
人
の
皆
さ
ん
へ

平
成
五
年
一
月
八
日
か
ら
外
国
人

登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

O

永
住
者

・

特
別
永
住
者
の
方
に

つ
い
て
は
、
指
紋
押
な
つ

制
度
が

廃
止
さ
れ
、
次
回
登
録
切
替
の
際

に
は
、
署
名
、
家
版
事
項
を
登
鈷

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

登
録
用
写
真
の
規
格
が
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す

(
臼
木
旅
券
問

写
真
の
規
格
で
揖
影
さ
れ
た
も

の

も
こ
の
規
格
に
合
い
ま
す

0
1

・

提
出
日
前
六
月
以
内
に
撮
影
さ

れ
た
も
の

・

縦
四
五
問
、
横
三
五

m

・

無
帽
、
無
背
景
、
木
人
の
み
、

正
面
向
き

') 

よだ務ネ見円
整調末年

地
方
人
問
符

。

琵
録
用
写
真
は
、

理
問
(
支
局
)

・

一
部
の
出
張
所
で
描
影
が
受
け

ら
れ
ま
す

。

写
真
は
規
格
に
合

、
ノ

て
い
れ
ば
写
具
店

等
で
横
山
似
し
た

も
の
も
可
(
な
る

べ
く
カ
ラ

ー
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
C
)

。

詳
し
く
は

、

役
場
外
国
人
登
録

係
へ

戸
籍
手
数
料
改
定

の
お
知
ら
せ

一戸
籍
手
数
料
令
の

一
部
が
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
五
年

一
月

一
日
か
ら
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
手
数

料
が
変
わ
り
ま
す
。
キ
一
な
改
定
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す

。

年末調整のチェックポイント

今年、 *1ik将や出産、就職などにより、年

の中途で扶養親絞の数などに異動があっ

旬、

~、

n l村J主除の種類
ト一一一一一一一一

扶養控除符
た場合、年末調整に間に合うように「給

与所得者の扶養控除等(異動)申告書」

を勤務先に提出します。

の 1ド(告

主な戸籍手数料改定内容

tR lill 配偶有特別控除制度により、最l苅35)j 円

戸籍の JI誉本又は抄本の控除が年末調繋で受けられます。 (く

わしいことは 9 月号ーの税務だよりをこ覧

内じ{偶者特月 1)

除籍の勝本又は抄本

戸籍の記載1j3".:rí~i証明

三iE [1)1事頃 l 件除籍の記載事項1iiEflFJ 

フk
*木

周需:の受理等の証明書

正
史
氏

文
部
大
臣
表
彰

心
爪l

•
F1 

正史氏

1 J出

1 )白 |

証明事項 l 件 1

森

森
正
史
氏
(
重
信

町
文
化
協
全

長
)
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
民

俗
文
化
財
の
調
査
研
究
に
努
め
る
と

と
も
に
、
愛
媛
県
文
化
財
保
護
務
議

会
等
の
要
職
に
あ
っ
て
文
化
財
保
護

に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
文
部
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

ο

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す

。

|社会保険料控除、小規模企業共済等掛金

|花除、 tt命保険料控除、 m害保険料控除
保険料腔除|

i が年末調務で受けられます。 (生命保険

与の 月1 iE| 料控除、 1ft害保険料控除については 11 月
|l号の税務だよりをご覧ください。)

ト一一一一一!
|この内除を受ける場合、最初のil~は確定

|巾告をしなければなりません。 2 '1'目か

ください。)

作除の昨1 代

らは年末淵穏で受けることができます。

ただし、年間所得金傾が所定の金傾(肘

住した年灯により異なります)を J也える

臼:主 l['{j号待

場合、今年の 1 2 月 31 日まで 'J I き続き間住

していない場合は、災害や死亡など特月1)

の F~.Ell がないか ぎり技除が受けられませ

サラリーマンの毎月の給料やボーナスから源泉徴収さ

れている源泉所得税は、 「給与所得の源泉徴収税微表」

に基づいて行われます。 しかし、その年に納める べき税

納とは一致しないのがふつうです。そのため、この過不

足矧を精算する年末調整が必要になります。

ほとんどのサラリーマンは、この年末調整でその年の

納税が完了します。つまり、年末調整はや確定申行に代

わる大切な手続きホというわけです。

そ こで、年末調繋の手続きをもう一度チェ y クして、

トラブルのないように{、がけましょう 。

ん 。

特別出除

lL_l 



面
だ

よ

自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
ろ
う

③

睡
眠
と
休
養
を
十
分
と
ろ
う

毎
日
の
疲
労
が
回
復
さ
れ
ず
に
蓄

積
さ
れ
る
と
、
慢
性
疲
労
と
な
り
、

病
気
に
か
か
り
ゃ
す
い
、
非
常
に
不

健
康
な
状
態
に
陥
り
ま
す
。

一
日
の

疲
労
は
そ
の
翌
日
の
朝
ま
で
に
と

っ

て
し
ま
う
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

疲
労
を
と
っ
て
く
れ
る
も
の
の
第

一
は
睡
眠
で
す

。

時
眠
が
不
十
分
だ

と
疲
労
は
回
復
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
次
の

三

つ
の
点
に
注
意
し

宇
品
l
u
ょ
、

7
0

①
十
二
時
前
に
寝
る
こ
と
を
心
が
け

本
A
F
Eしト
品
λ
J
o

十
二
時
前
の
一
時
間
の
附
眠
は
十

二
時
後
の
二
時
間
の
睡
眠
に
匹
敵
す

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

②
七
l

八
時
間
は
眠
り
ま
し
ょ
う

七
i

八
時
間
睡
眠
を
と
る
と
、
目

ざ
め
た
と
き
、
も
っ
と
も
爽
快
な
気

持
ち
で
起
き
ら
れ
ま
す

。

朝
起
き
た

と
き
の
気
分
が
満
ち
足
り
て
い
る
か

ど
う
か
で
、
睡
眠
が
足
り
て
い
る
か

ど
う
か
が
分
り
ま
す

。

③
き
ま
っ
た
時
刻
に
床
に
就
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

o

b

晩
き
ま
コ
た

時
刻
に
休
に
就
く

よ
う
に
す
る
と

、

か
ら
だ
も
そ
の
叫

間
に

な
る
と
自
然
に

川
似
の
態
勢
に

入
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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ス
ト
レ

図ス, I 解
正予
しぜ

よ

つ

人
聞
か
社
会
生
活
を
す
る
以
上
、

ス
ト
レ
ス
は
さ
け
て
と
お
る
沢
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
生
前
に
リ
ズ
ム
を
つ

け
て
、
ス
ト
レ
ス
併
山
を
凶
り
ま
し

ι
ふ
、
勺'
'
o

①
意
識
し
て
仕
事
と
休
み
の
区
別
を

つ
け
る

②
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
で
気
分
転
換

③
心
の
う

っ

せ
き
は
発
散
し
て
た
め

な
い

④
内
に
こ
も
ら
ず

、

を
ひ
ろ
げ
る

人
間
関
係
の
輪

入
浴
で
ス
ト
レ
ス
解
消

-

日
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
、
入

浴
か

一
番
で
す
。

入
浴
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト

が
あ
り
ま
す
。
冬
は
保
温
効
果

梅
雨
ど
き
は
発
汗
作
用
を
促
し
ま
す
。

入
浴
は
、
汗
や
ア
カ
を
お
と
し
て
か

ら
だ
を
清
潔
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

循
環
機
能
を
よ
く
し
て
疲
労
を
回
復

し
、
精
神
的
に
も
く
つ
ろ
い
だ
気
分

に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
入
浴
す
る
と
、

ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
緊
張
す
る
交
感

神
経
を
し
ず
め
、
副
交
感
神
経
を
優

位
に
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

冬
は
四
十
度
前
後
、
夏
は

三
十
入

院
く
ら
い

の
ぬ
る
ま
湯
に
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
入
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し

ト
ふ
、
「
J。年

金
だ

よ

配
偶
者
に
対
す
る
加
給
年
金
額
は

配
偶
者
が
年
金
を
受
け
れ
ば

支
給
さ
れ
ま
せ
ん

老
齢
厚
生
年
金
及
び
昨
在
厚
生
午

全
に
加
問
列
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
加

給
年
令
制
は
、
配
偶
荷
自
身
か
次
の

年
金
等
を
受
け
て
い
る
附
は
支
給
が

川
町
け
さ
れ
ま
す
ら

ω

厚
生
年
金

保
険
法
に
必

つ
く
を

齢
年
全
、
名
齢
川
町
生
年
令
(
年
金

制
の
討
作
什
の
必
礎
と
な
る

被
保
険

者
期
間
が
二
四
O
月
以
上
の
も
の

ま
た
は
中
高
齢
の
資
格
期
間

の
特

例
を
長
け
る
も
の
に
限
る
)
、
陣

害
年
金
及
び
陣
害
厚
生
年
金

②

凶
民
年
金
法
に
基
づ
く
陣
害
年

金
及
び
陣
守
一
口
基
礎
年
金

③
各
共
済

組
合
法
に
基
づ
く
退
職

年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
退
職
共

済
年
金
(
年
金
額
の
計
算
の
基
礎

と
な
る
組
合
員
期
聞
が
二
四
O
月

以
上
の
も
の
ま
た
は
、
」
れ
と
同
等

の
も
の
に
限
る
)
、
障
害
年
金
及

び
陣
守
一
口
共
済
年
金
等

④

旧
船
員
保
険
法
に
基
づ
く
老
齢

年
金
及
び
陣
害
年
金

⑤
恩
給
法
に
基
づ
く
年
金

た
る
給

付
で
あ

っ
て
退
職
ま
た
は
陣
寄
を

支
給
事
由
と
す
る
も
の

し
た
が
っ
て
、
加
給
年
金
額
が
支

給
停
止
と
な
る
と
き
は
、
受
給
権
者

は
「
加
給
年
金
額
支
給
停
止
事
由
該

当
届

」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
配
偶
者
が
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
年
金
が
、
厚
生
年
金
保
険
の

老
齢
厚
生
年
金
ま
た
は
附
言
厚
生
年

金
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
年
金
の

請
求
時
に
お
い
て
、
申
し
出
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な

勺

て
い
ま
す

。

却
し
く
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険

や
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
υ

ニ
つ
以
上
の
年
金
を
受
け

ら
れ
る
と
き
は
届
出
を
/

司
令
一
を
叉
け
て
い
る

人
が
.
さ

ら

に

他
の
年
余
を
交
け
ら

れ
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
ひ
と

つ
の

年
金
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
陣
ゆ
十
一
日
基

礎
年
金
を
受

け
て
い
る
人
が
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、

ま
た
、
六
十
五
歳
に
な

っ
て
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
は
、
年
金
を
請
求
す
る
と
き

に
い
ず
れ
か
有
利
な
ほ
う
を
選
び

「
年
金
受
給
選
択
申
出
書
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
提
出

が
遅
れ
る
と
、
年
金
の
支
払
い
が
保

留
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
と
隙

害
厚

生
年
金
、
六
十
五
歳
か
ら
の
老
齢
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
は
同
じ
支

給
事
由
に
よ
る

一
体
の
年
金
と
し
て
、

一両
方
と
も
受
け
ら
れ
ま
す

。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
六
十

五
歳
ま
で
に
受
給
し
た
場
合
は
、
六

十
五
歳
に
な
る
ま
で
老
齢
厚
竺
年
金

は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

二

つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る

と
き
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
か
社

会
保
険
一
事
務
所
に
ご
相
誠
く
だ
さ
い。

[亘亘iJ<" 1fi< tt 豆訂

長円@
t5~重 U .t_ í J 両方とじ受け勺れ正す

， ー一、、 __...---ーー\、

/ '- / '-

(.;<;制削主! ..1 I障害脱年金l

\\ / 1 I\ ノ
， IJ、一万台 i坦択



幸良広 (4) 

圃
圃
困
困
回

.))~ 

三
種
混
合
(
二
種
混
合
)

予
防
接
種
に
つ
い
て

三

種
混
合
(

二
種
混
合
)
予
防
接

種
を
行
い
ま
す
。
該
当
者
は
、
次
の

説
明
を
よ
く
読
ん
で
、
受
け
て
ド
さ

三

種
混
合
予
防
接
種
l

百
日
せ
き

.

ジ

フ
テ
リ
ア

・

破
傷
風

二
種
混
合
予
防
接
種
|

ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風

の

コ
寸
土
寸

d

l

日

一
別
表
の
と
お
り

対
象
者

」

場
所

重
信
町
民
会
館

持
参
品

母
子
手
帳

・

印
鑑

※
詳
細
は
役
場
保
健
婦
ま
で
お
問

い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

, f' し

程及び対象者日

「引
「
即
応
引
引
引
制
の
バ
引
レ

J

一
f

一
か
わ
り
な

く

um…
も
あ
り
ま
せ
んc

一

一
1
4一
け
い
れ
ん
悦
の
ひ
ど
い
政
が
主
な
一

一
f

一
任
状
で
、
約一
ヶ
月
程
度
咳
が
紋
一

日
仁
川
尚
ー
一

しい
に
い
品
川
は
l
u

一
一
ぬジ
フ
テ
リ
ア
は
乳
児
に
多
く
鼻
一

一
'

一
汁
に
血
液
が
混
じ
る

こ
と
が
特
徴

。
一

一
-
f

一刷
版
ジ
フ
テ
リ
ア
は
幼
冗

・
3
官
唯
一

一
リ

一
し
か
仁
に
か
か
り
、
の
ど
の
偽
み
、
一

一

一体
の
だ
る
さ
、
は
き
け
等
の
症
状
一

一
テ

が
あ
り

、

心
縦
に
附

古

が
伐
る
こ

一

一

と
が
あ
る
。
一

一
フ

喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
は
、
幼
児
に
多

一

一
〆

く
、
し
わ
が
れ
声
、
犬
の
述
ぽ
え
一

一
の
よ
う
な
咳

、
呼
似
困
難
が
セ
症

一

一

状
で
す
。
一

風

傷
口
か
ら
崎
が
侵
入
し
感
染
す
る

発
病
の
初
期
は
、
円
が
あ
け
に
く

く
な
り
‘
つ
い
で
け
い
れ
ん
が
お

こ
リ
ま
す
。

そ
の
後
回
復
し
ま
す

が
、
け

い
れ
ん
別
に
亡
く
な
る
人

も
い
ま
す
。

イ纂破

lわえ-ijih里講習会
r 1 日 30 品目を目 4票に」
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組大ごみ回収(12月 28 日)のお知らせ
12月 28 日(月)は粗大ごみ IIiJ収日です。
下記のことに留意し指定場所へtI-'， してドさい。

回収時間

凶収日 の午前 1011寺まで

(担l収 日 以外の日には出さないで下さい。)

回収する粗大ごみ

テレビ、冷蔵庫、洗たく機、自転車、 ミシン、べ y

ド 、机、イス、家具、ふとん、 じゅうたん等。 ( そ
の他のものについては事前に厚生課へお問い合わせ

卜 さ し、 。)

注意事項
一般ごみ、イミ燃物 (1} ン ・ ビン類)は従米通りの

日程で回収しますので、粗大ごみの |副収には出さな

いで ド さ L 、 。

ゴム製品 ・ ビニール等 (うすいアゼシ ート・ ハウ

ス用ビニールシート)などの産業廃棄物及び事業所
からの排出はお断りします。
相大ごみの rl~ にはまだまだ利用できると忠われる

ものがたくさんあります。 出す níj にもう 一度利用で

きないかU在認しまし ょう。

次の回収日は 2 月 28 日 (日)です。
「歳末たす けあい運動」12/1~12/31 
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荒
木
谷
パ
ス
ー
作

公
民
館
西

側

-
一本
肌
仏

志
津
川
グ
ラ
ン
ド

八
反

地
墓
地
市
東
側

公
民
館

池
ノ
下
公
民
館

公
民
館

集
荷
場

遊
閑
地
前

公
民
館

川
畑池
公
民
館

ポ
ン
プ
室
検

公
民
館
南
側

牛
洲
団
地
駅

北
東
人
口

野
間

集
荷
州
場

大
地
泉
南

集
会
所
機

幾
協
支
所
南

側

お
ん
じ
僑

必
置
所
縦

別
府
パ
ス
停
北
側

農
協

支
所

北
側

|高l

“地域でささえあう明るいお正月 "



一
年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
と
し
尿
処
理
一

年
末
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
十
二
月
三

十
日
で
終
り
ま
す
。
年
始
は
、

一
月

四
日
か

ら
収
集
し
ま
す
。

十
二
月
三

十
一
日
か
ら
一
月
三
固
ま
で
の
四
日

間
は
各
家
庭
で
保
管
し
、
そ
の
聞
は

コ
ミ
を
出
さ
な
い
で
下
さ
い

。

ゴ
ミ

の
中
に
不
燃
物
(
空
缶
、
ス

プ
レ
ー
、
ビ
ン
類
等
)
を
入
れ
る
と

収
集
の
際
、
大
変
危
険
で
す
の
で
、

ゴ
ミ
と
不
燃
物
と
は
必
ず
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
て

下
さ
い
。

ぷ、の'1' し報広(5) 

。

コ
ミ
の
収
集

マイホーム資金は

年金住宅融資で

し
尿
の
く
み
取
り

年
末
の
し
尿
の
く
み
取
り
は
、
十

二
月
三
十
日
で
終

り
ま
す
。
十

二
月

は
全
地
域
を
毎
月
の
く
み
取
り
日
程

よ
り
早
め
に
し
て

二
十
五
日
で
予
定

を
終
り
、
残
り
五
日
間
で
特
に
年
末

く
み
取
り
を
要
す
る
と
こ
ろ
の
整
理

を
し
ま
す
。

年
始
は
、

一
月
四
日
か
ら
始
め
ま

す
。
毎
月
の
日
程
よ
り
少
し
遅
れ
ま

す
が
、
一
月
末
ま
で
に
は
予
定
を
完

了
し
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

愛媛県年金福祉協会は 「年金住宅融資」 の平成 4
年度第 3 回申し込み受付けを行っています。

〈利用できる方〉 現在厚生年金保険の加入者で、

加入期聞が 3 年以上ある方

〈資金の使いみち〉 新築住宅 ・ マンショ ン ・ 建売

住宅 ・ 中古住宅の購入および増改築などの住宅改良

資金

〈融資金額〉 所要金額の80%以内、最高 1 ， 940万円

(老人 ・ 身障者同居と在宅ケアの割増しあり)

〈融資利率〉 年4.89% (一般貸付)

〈返済方法〉 元金均等返済または元利均等返済

〈返済期間〉 住宅の種類によって 5 年から 35年

〈受付期限> 12月 18 日(翁までの予定

〈問い合わせ先〉

(油愛媛県年金福祉協会 fi0899-41-7667 まで

月 IJ 推了
表せに民
のんよ生
方会り委
々を、員

を設重 ・
推置信児
せし IUT 童
十、で委

ーと厚は員
T 生民の
を大生任
宝臣委期
'ぺに員満

新
し
い

児
童
委
員
決
定
/

民
生
委
員

• 

十
二
月

一
日
付
け
で
全
員
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
、
町
、

関
、
施
設
等
と
連
携
、

ら
地
域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
こ
と
が
主
な
任
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
困
っ
た
こ
と
や
心
配
ご
と
が
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

。

福
祉
関
係
機

相
談
し
な
が

平成 4 年12月 1 日

大字 氏 名 住 所 電話番号 担 当 地 区

山之内
r邑ムー. 回 克信 山之内1490 64-8969 旧山之内校区
平日 田 揖3 1台 11 620 64 -0684 旧北吉井校区

樋 口
渡部 清 樋口 242 64 -6761 上地区
田 中 アツ子 11 1193 64-6657 下地区
氏家武雄 横河原184 64 -2626 鉄道より西地区

横河原 * 回 トモ子 11 1334 64 -2114 鉄道より東で伊予銀より北地区

藤岡政晴 11 286-4 64 -3304 鉄道より東で伊予銀より南地区
近藤 宏 志津川 1303-27 64 -0592 南地区(志津川団地，愛大官舎)

志津川 露 口 栄子 11 634 64-2432 北地区
久保道夫 11 1766 64-9968 八反地地区

平日 田 美智子 西岡42 64-6370 本村地区

西岡 奥村駿策 11 1340-2 64-6292 上原以西

向井耐子 牛決1]1 823 -14 64-9252 f番磨台 ・ 上樋 ・ 鉄道より北地区

見奈良
桑名 帯1 文 見奈良801-3 64-2987 県道より北地区

池 )11 恵子 11 403-1 64-3627 11 南地区

局須賀 トシエ 田窪1337 64-3658 上 ・ 南地区

田窪
渡部良識 11 1550 64-8052 中 ・ 北地区

近藤淳子 11 2012-1 64 -6874 田窪団地
山 本 者E 11 1510-7 64-2853 鉄道より 北で田窪団地の東側

戒能光昭 牛洲1471 64-2297 堀池地区

牛測l
大西忠良 11 695 64-8674 牛洲本郷地区

渡部 一 匡 11 1937-1 64 -2564 牛沸l団地 l棟-29棟・バイパス~鉄道関

八木 里美 11 773 64-8665 牛洲団地 30-40棟

南野田 八塚健造 南野田589 64-9931 南野回全地区

北野田
安井 守 北野田252 64-8586 本郷地区 ・ 北野台団地

八塚 1:、J、i 11 630 64 -8372 新村地区 ・ 天神地区

上林
菅野幸子 上林甲1902 64-9179 上地区
渡部茂義 11 甲3267 64 -6319 下地区

下林
野中民夫 下林甲1453 64-6279 土地区
竹村義 一 11 甲 2862 64-2732 下地区

上村 石丸 要 上村甲660-2 64-3217 上村全地区

名簿貝委車
呈

I 日
ノレ• 貝民生委



(6) 

私
の
家
庭
の

ふ
れ
合
い
の
日

九
月
に
な
っ
て
間
も
な
く
、

「

お
父
さ
ん
、
今
度
休
み
に
な
る

土
曜
日
(
九
月
十

二
日
)
前
か
ら
約

束
し
て
い
た
釣
り
に
行
こ
う
よ
日
と

長
男
が
、
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し
て

や
っ
て
き
た
。

「
そ
う
だ
な
あ
。
お
父
さ
ん
も
そ

の
日
は

休
み
だ
し
、
前
か

ら
の
約
束

で
も
あ
る
し
行
く
か
。
た
だ
し
、
た

だ
連
れ
て
行
っ
た
ん
じ
ゃ
普
通
の
休

み
の
日
と
変
わ
ら
ん
じ
ゃ
ろ
。
だ
か

ら
、
お
前
た
ち
で
相
談
し
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
計
画
を
立
て
、
み
ん
な
が

役

割
を
も
っ
て
行
く
ん
な
ら
連
れ
て
行

こ
う

U
子
供
た
ち
は
う
な
ず
く
。

「
勉
強
も
せ
な
い
か
ん
ぞ
U
と

言

う
と
、
「
そ
の
日
は
、
普
段
は
で
き

に
く
い
こ
と
で
自
分
が
や
り
た
い
こ

と
を
計
画
し
て
す
る
日
な
ん
じ
ゃ
け

ん
勉
強
は
え
え
ん
よ

Uと
胸
を
張
る
。

「

そ
れ
は
そ
う
じ
ゃ
が
学
校
へ
行

き
よ
る
以
上
、
勉
強
は
大
切
な
ん
じ

ゃ
け
ん
、
土
曜
日
ま
で
の
計
画
の
中

へ
は
、
き
ち
ん
と
入
れ
と
か
ん
と
い

か
ん
の
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
う
し
た

ほ
う
が
、
土
曜
日
に
思
う
存
分
釣
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
と
ち
が

う
か
日
子
供
た
ち
の
目
が
輝
い
て
見

、
え
フQ。当

日
は
、
朝
早
く
か
ら
、
子
供
た

ち
は
計
画
に
従
っ
て
、
各
人
が
い
そ

い
そ
と
準
備
に
か
か
る
。
準
備
完
了

と
同
時
に
妻
の
「

頑
張
っ
て
き
て
ね

」

j~' のげし報広

の
戸
に
送
ら
れ
て
出
発
。

車
の

中
は
、
六
年

生
の
長
女
、
五

年
生
の
長
男
、

二
年
生
の
二
男
、
そ

れ
に
私
。
釣
り
は
私
に
と
っ
て
も
久

し
ぶ
り
で
あ
る

。

こ
の
日
は
、
小
鯖
が
お
も
し
ろ
い

ほ
ど
よ
く
釣
れ
た
。
二
年
生
の
二
男

は
、
体
に
似
合
わ
な
い
長
く
大
き
な

竿
で
大
奮
闘
。
一
度
に

何
匹
も
釣
れ

る
鯖
に
大
喜
び
。
三
人
の
子
供
た
ち

は
手
の
中
で
跳
ね
る
魚
を
高
く
差
し

上
げ
て
大
歓
声
を
上
げ
る
。

こ
の
際
獲
物
は
何
で
も
よ
い
。
子

供
た
ち
の
こ
の
歓
声
、
こ
の
笑
顔
が

何
よ
り
の
収
穫
で
あ
る
。
本
当
に
楽

し
い

一
日
で
あ
っ
た
。

帰
路
、
車
の
中
で
、

「
お
母
さ
ん

来
れ
な
く
て
残
念
だ
っ
た
ね
。
お
弁

当
だ
け
作
ら
せ
て
悪
か
っ
た
な
あ
日

と
言
う
子
供
た
ち

。

「
お
母
さ
ん
は

別
の
用

事
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
け
ん
仕

方
が
な
い
が
。
そ
ん
な
に
思
う
ん
な

ら
そ
の
分

、

帰
っ
た
ら
お
母
さ
ん
孝

行
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か

Uと
私
。

「

お
父
さ
ん
、
ま
た
連
れ
て
き
て

よ

U

「
よ
ー

し
。
し
か
し
、
次
も
、

ち
ゃ
ん
と
自
分
ら
で
計
画
を
立
て
る

ん
だ
ぞ
U
車
の
中
は
和
や
か
な
雰
囲

』
気
。

夕
食
は
、
妻
と
母
が
料
理
し
て
く

れ
た
、
小
っ
ち
ゃ
く
か
わ
い
い
鯖
を

食
べ
な
が
ら
話
が
は
ず
ん
だ
。

読
ん
だ
だ
け
で
微
笑
ま
し
い
光
景

が
想
像
で
き
ま
す
が
、
一
方
で
は
、

家
に
誰
も
居
ら
ず
自
分

一
人
で
過
ご

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
供
も
い
ま

す
。
こ
の
子
供
た
ち
を
、
周
囲
の
人

々
が
ど
う
見
守
っ
て
い
く
か
が
、
今

後
の
大
き
な
課
題
で
す
。

平
成
五
年
度

教
育
改
革
モ
ニ
タ
ー
募
集

一
、
趣
旨

教
育
改
革
に
関
す
る
諸
施
策
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
広
く

一
般
国
民

か
ら
、
意
見
、
要
望
等
を
聴
き
、
諸

施
策
の
立
案

・

検
討
・

具
体
化
に
反

映
さ
せ
ま
す

。

二
、
仕
事

教
育
改
革
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
次
の

仕
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

臨
時
教
育
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

き
、
具
体

化
し
よ
う
と
す
る
教
育
改

革
に
関
す
る

施
策
の
う
ち
文
部
省
か

ら
依
頼
す
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
教

育
改
革

モ
ニ
タ
ー

の
周
辺
、
地
域

(
家
庭
・

近
隣
・
勤
務
先

等
)
の
人

々
の
意
見
等
も
聴
取
の
上
、
教
育
改

革
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

の
意
見
等
を
ま

と
め
文
書
に
よ
っ
て
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

三
、
申
し
込
み
先

干
七
九
O

松
山
市

一
番
町
四
丁
目
四
番
地

二

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理

部
総
務
厚
生
諜

回
、
申
し
込
み
締
切
日

平
成
五
年
一
月
十
四
日

※
詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
厚
生
課
で

お
尋
ね
下
さ
い
。

T
E
L

四

一
一

一
一
一
一

(
内
線
四
三

O
五
)

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

J
F』
O

沖
田
富
男
さ
ん

矢
野
映
子
さ
ん

西
岡
幸
男
さ
ん

東
喜
志
雄
存
ん

菅
原
好
さ
ん

(
志津
川
)

(
砥
部
町
)

(
松山
市
)

(
北
野
田
)

(上

林
)

「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」
(
主

催
日
本
赤
十
字
社

・

日
本
放
送
協

会
・
N
H
K

厚
生
文
化
事
業
団
)
が

本
年
も
十
二
月

二
十
五
日
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す

。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

義
援
金
は
、
ア
ジ
ア

・

中
東
・

ア
フ

リ
カ
・

中
南
米
等
の
発
展
途
上
国
の

恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

義
援
金
の
受
付
窓
口

N
H
K

各
放
送
局

・

各
郵
便
局

・

各
金
融
機
関

・

農
業
協
同
組
合
・

漁
業
協
同
組
合

・

日
本
赤
十
字
社

各
支
部

「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」

ご
協
力
を

-図書館新刊案内
〈歴史> 0 日本の歴史一海野福寿 0二人の天魔王 一

明石散人
〈社会学> 0嫁一上野いく子 0 お年寄と 一諸に一芥IJ

木裕 o基礎介護技術一介護技術研究同好会
〈自然科学> 0新訂図解実験観察大事典一歌代勤
0食品苦情処理事例集一厚生省生活衛生局 0水と食
品衛生Q&A 一西田博
〈技術・工業> 0 これからの廃棄物処理と地球環境
一石川禎昭 0 おもちゃのフィ ールド ノート ー福祉文

化学会
〈芸術> O N HK国宝への旅-NHK取材班0 ゆっ

くりと 一歩一里見浩太朗
〈文学> 0 中岡慎太郎(上j ・ (下)一堀和久 0 ニーベルン
グの城ー字神幸男 0喪服の子一山本道子 0 光のくだ
もの 一大岡信0 下宿屋さん 一吉永みち子…ーーなど
〈今月の標語〉

o書物は常にこれをひもとかない時は、木片にひと

しい (イギリス{里諺)

り- --* よだ館重量
巨ヨ*一図



同

手口

事女

冨~
同

国
民
的
課
題

秘
め
ら
れ
た
意
識
|

ぷ、

近
年
各
地
で
同
和
問
題
の
と
り
く

み
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
「
差
別

は
悪
い
こ
と
だ

」
「
差
別
は
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
は
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
た
と
き
、

ま
だ
ま
だ
差
別
の
意
識
は
残
っ
て
い

ま
す
。

す
べ
て
の
人
び
と
は
健
康
で
明
る

く
、
そ
し
て
自
由
で
平
等
な
生
活
を

求
め
な
が
ら
、

一
方
で
は
こ
の
こ
と

に
気
付
か
な
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。

こ
う
し
た
秘
め
ら
れ
た
意
識
は
、

日
常
の
社
会
生
活
の
中
で
、
と
り
わ

け
結
婚
話
が
も
ち
あ
が
っ
た
り
、
就

職
の
話
が
進
ん
だ
と
き
に
、
よ
り
は

っ
き
り
頭
を
も
た
げ
、
時
と
し
て
人

の
生
命
ま
で
奪
う
お
そ
ろ
し
い
力
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
す

。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
「

差
別
は
い

け
な
い
こ
と
だ
」
と
口
で

言

い
な
が

ら
、
そ
の
差

別
を
な

く
す
る
た
め
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
な
い
態

度
で
あ
り
、

「
た
て
ま
え
」
と
「
ほ

ん
ね
」
の
へ
だ
た
り
を
ま
ざ
ま
さ
と

あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

の'1' し報広(7) 

で
は
、
い
っ
た
い
、
ど
う
し
て

差

別
の
意
識
が
顔
を
出
し
て
く
る
の
で

し
ょ
う
か

。

私
た
ち
は
今
こ
そ
こ
の

こ
と
を
し
っ
か
り
見
つ
め
な
お
し
て

み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
和
問
題
と
い
う
の
は
、
同
和
地

区
の
人
た
ち
が
差
別
の
た
め
に
、
教

育
の
機
会
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

就
職
の
機
会
を
と
ざ
さ
れ
た
り
、
あ

る
い
は
交
際
や
結
婚
な
ど
、
日
常
の

社
会
生
活
に
お
い
て
差
別
さ
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
人
聞
の
権
利
が
い
ち
じ

る
し
く
侵
さ
れ
る
と
い
う
問
題
の
こ

と
で
す
。

私
た
ち
は
、
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
、

生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に

つ
い
て
、
は

た
し
て
家
や
親
、
財
産
や
生
ま
れ
る

と
こ
ろ

な
ど
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る

も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
本

人
に
と
っ
て
の
責
任
や
努
力
の
結
果

で
な
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
差
別
す

る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
基
本
的
な
権

利
を
全
く
ふ
み
に
じ
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す

。

だ
か
ら
、
同
和
問
題
が
生
き
て
い

る
と

言
う
こ
と
は
、
私
た
ち
の
人
間

に
対
す
る
見
方
、
考
え
方
が
今
ま
な

お
、
古
く
て
、
ゆ
が
ん
だ
考
え
方
に

左
右
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
意

識
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決

が
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
だ
と
言
わ
れ
る
わ
け
は
、
こ
こ
に

あ
る
の
で
す
。

日場
所

出
席
者 〈

〉
特
設
人
権
相
談
所

時

平
成
四
年
十
二
月
十
七
日

自
午
前
十
時

至
午
後

三
時

重
信
町
役
場

法
務
局

人
権
擁
護
委
員

前
園
、
岩
本
、
小
網
、
池
田

'
 

匂
僧
情
。

i ‘, ,

, 

t

, 

、・0

就業を希望する女性

ワープロ(日前i検定 3 級を目標)

l 月 26 日(刈- 3 }=j 3 日(水)までの聞の21 日

(土曜、 I:I U程及び祝祭日を除<l

毎日 911寺30分 -15時30分まで

30名

無料(教材費一昔Il 自己負組)

12 月 21 日(月)、 22 日(刈の 2 日間( 9 11寺 - 1 6 11寺まで)

>

ふ
一A

技術講習口フワ

人権週間

(12 月 4~ 1O日)

政
治
家
の
年
賀
状
等
の
禁
止
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
政
治
家

(
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と

す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る
者
l

町
長

・
町
議
会
議
員
な
ど
)
は
、

選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
年
賀
状

・

暑
中
見
舞
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
を
出
す
、
」
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
治
家
が
行
う
寄
附
行

為
も
、
罰
則
を
も
っ
て
強
く
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

で
も
、
公
職
選
挙
法
の
趣
旨
を
ご

和裁(上級)
内職を希望する火性
和裁(上級)

1 F-1 12 日(刈ー 3 月 2 日(刈までの聞の 21 日

(毎週 3 日、 l反則として、火、木、金)

毎日 9 時30分 -15時30分まで

30名

無料(教材費一古11 自己負胆)

12 月 24 日附

技術講習会

理
解
い
た
だ
き
、
こ
協
力
・
ご
了

解
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

重
信
町

重
信
町
議
会

内職を希望する女性

フランス市Ij しゅう

l 月 11 日 (月)ー 2 月 3 日(水)までの聞の 10 日

(土曜、日曜、及び祝日を除<)

毎日 911奇 30分一 15時30分まで

定員 30名

受講料 無料

申込締切 1 2 月 24 [j(水)

会 場松山市山越U1T450番地 愛媛県立;性職業センター
申込方法 印鑑持参の上、松山市山越町 450番地

愛媛県女性職業センター (fi23 -2201) へ申し込

んで下さい 。

フランス刺しゅう技術指導講習会

象
目
時

/
l
t
¥
 対

科
目

定員

受講料

申込日時

<
対

科
目

定員

受講料

申込締切

<
対

科

目

象
目
時

象
目
時
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Z5の交通安蚕県民運動J

一阻
一

一第
←

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好

後
期
リ
i

グ
成
績
表

令 |主! の 庁IJlt 刊 行止、 什全復帰を目桁 しと

G--l'曹のf'1';主に!万1ん寸い~ ~~多くの人々がい

ます。

こ うした {'f'業の成果ごある刑務所作業製

品そ叶安打全の人々に 11，く年{{ 1ì- し ‘矯正行

政に付す る待PlJ1併 を Vl' るため 、 F記のとお

り刑務所作業製 J川l~ぷ日11 完全え" . 開催きれ才

平成 4 年 12 月 13 日 (日)
'r-(lﾎj c) 11 争力、 ~') '1' fを :1 11 .1， 乏で

松 ILJ 刑務所
irw. J'i~ 11日市伝 IH J ーた7 児 奈良 12!J 3-2
電 ;\[î (08tlC)) 64 -:j35:� 

i 即売品 計悟タ シス ・ 食店:け朋等の木 仁製品、
| 紳 t革lt • H;J-(Jj ~(iiの -1' 製品、 H未HR 、

i m fM?i戸れ

刑務所作業製品展示即売会

開催

1 1 111 11 1 1 11 11 1111 111川 ! II I II I! IIIIIIIII II II ;期間 1111 1 1 1 1111 1 1 1 1 11111 川 III I I ! II III II I I I:II III

4.12.2H月)----- 5. 1 . 10(日)
111 川 111 川 111 川 1 11111111川川 !IIIIIIII III スローガ ン 1 1 1 11 11 111 111 1111 11 11 11 1111111111111111111111

交通安全願う心でゆく年くる年
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新春お楽しみ

r15少年漂流記」
(カラー長編ア ニ メーシヨノ )

「スノーマン」
き

1 月 16 日 (士)
第 1 回目

午後2時30分 4時00分

第 2 回目

午後4時30令 ~6時00分

し

ところ

重信町民会館
2階大ホール

300円 (3 歳以上)
活 f三 IIIJ 事JL と (O) 良 L 、 IIJj~ lïIïl キ見る fh

不 C IIIJ 教育呑[!会

ソン大会

2 km' . ~ km 

l� km 

報広

平成 5 年 1 月 17 日 [日 )

( ，ト I Fi'iJHï)

場所 重信 } II枯Jt~ 公 |事|

受 付 c) I IIか ら(、 1'1 H '乏 H l

I ::J _ ﾀ 1町分スタ | 
コース n マイ ペ ース コ ー ス

I ~ 1JQ J靖t ~ Ifl
o 続

f
コ - 7 , 参加資格 Ifl r 1 人J!/iit 朽

と

健康マラ

fl� 
J是

入場料

第 15回
時

3
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o
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ー

日
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閉
園
園
圃
圏

ぷ、

日
月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

間縦四志志志志志志 4ニ イ主
町i可1 i宰 i掌 ì!lt ì宰 i掌;幸

;'1f If,i I苅 川川川川川川洲 所

rr.束宮伊火山兵家lff，菅菅
f呆之十j 本藤凶内説 野野

奥 護
貨道光公 l専閤孝克平[1 治

者-夫雄 幸義弘 也 久 Uf:(

Wí 兵 ~U: 冴修寿礼慎愛沙 出
之 咜 生

子実」、準平 恵央亮美 子 ノl目し

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

27 24 24 22 20 19 18 16 13 13 

のt-f し幸良広

死

亡

医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
の
届
出
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
は
、

就
業
し
て
い
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら

ず
、
法
律
に
基
づ
き
平
成
四
年
十
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十

一
日
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在
の
氏
名
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所
等
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成
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一
月
十
五
日
ま
で
に
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所
へ
届
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出
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こ
と
に
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っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
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せ
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す
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な
お
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、
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保
健
所
(
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話
回

一
一
一

一
一

内
線
二
六
二
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

夫
」
い
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重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。 秘密は厳守します。

月 日
F吋れ門一市主~ 

2 

12 9 武智 道子

16 中本 トシ子

6 池川 敏朗

13 j也)11 邦男
1 

20 水田敏贋

27 高須賀利清

樋 jJcy i釘 牛 卜 牛 イ主
野

日間間決1/ 林法1/ 所

岩伊明告 !げ東 竹 氏井手r 1ll 肝本
キフ

繁 11券ミミJilj
名

子聡材i コノ校

年
83 2 54 86 61 69 

ノT《3、

11 10 10 10 10 9 吾E
亡

8 28 27 18 18 9 I ~ 

毎週水曜日

13 : 00 -l7 : 00 

電話でもよいし、

直接来られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

図書館 3 階

64-3437 

日日寺

所
話
場
電

方法

月 日 {子 名 11寺 r.l1 t品 所

20(日) 当番l失 泉 I;l;J科 川内田] 南方 fr66-2226 

天皇誕宅日 祝日のためゴミ収集はいたしません。 26(t)に出して F さ\' ，
23(，羽 ーー ー- ーー ・ 4砕 骨骨骨-- -- - . .晶 + 圃 晶.. _ - --------.._ 

当者干|蛮 西町「医院 検ìñT Jj~ 宜主64 -2152 

12 24(羽
心配ぞと判IR何 l13 : 00 -:-15 : 00 _l 役一 場今議室
同]Îl:幼稚倒第 2 学期終業式

水道料金納期限
..••. ・・・--- - - -_ .__ . ._- -------・・

25俗 固定資1な税第 3 JlJj、悶民健康保険税第 6 JlJj納期限
晶 骨骨骨ーー

ー ・‘ ・F‘ 晶 圃 圃晶 +φ ，・ ー・・ .晶

小・中学校第 2 "j!: JtJJ終業式
月

26(士) 役J晶!羽 I'f bl 

27(日) 当番医 中川外科内科 松山市I弱悔本間j fr76 ー 7811

28何) 官庁仕事納め 粗大ごみ回収日(指定局所へ午前 10時までに/1'，して下さい)

3l(t) 1 2 月 3 1 R - 1 月 3 日までごみ収集 ・ し尿処母!は休みます。

i� 1-1 
1 (付 圃圃圃 圃 晶晶 晶 ー

当番医 悶立療養所愛t友病院 繍iöJ l点 fr64 -24日

2 (J:J 当lII'医 商村内干 l 志津川 まま64 -2461 

3 (日) 当番医 岸本医院 川内町北方 fr66-5670 

4 (月) 宵 /T仕事lJf:ìめ

8 (剣 小・中学校 3 学期始業式

9l!:) 役場 l!tl庁日

当番医 可証平i クリニ y ク 志津)1 1 念日4 ー 1234
10(日) ーー ・・・合唱' ・ 4・ a“・“・ . .._-・

不燃ごみ回収 EI

11(fI) 幼稚闘 3 学期始業式

1 椀( 2 崎)混合予防機樋①

13(本) H2年7f11 n -H 2'f- 12 月 3 lE1 住ま 14 :00-14 :30 町民会館

れの者及び6才未満の未接縁者

14 ( 村 行政 ・ 心配ごと相談所 13 : 00 -1 5 : 00 役場会議室

成人の日 祝日のためゴミ収集いたしません。 19(刈に Ü~ して F さ\' ，
-- 晶 ， 晶 ーー・ド ー.‘ ・‘・

15f句 l此人ょt
- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ a‘ ・ー・・ ・ ・...-・ a‘ ・一・ ---_.__ 

当 番|矢 重信クリニ γ ク 志津川 fr64 -1188 

当喬l家 愛媛 | 会医療学院付属病院 川内町 南方 合66-5011 
1 7(日) -ー ー・・・・・ --- ...•.. ・ - ... ド 争

健康7 ラソン大会

l ニト 6 ヶ月児健康診1i
Jl 20(*) 13:30-14:30 IßJ 民会館

H:l11 ・ 5 ) -1 ・ 611 '1:まれ

乳児健康診食
2 1 (利 13:30-14:30 IßJ 民会館

H4年3fl ・ 6F1 ・ 9 1'1 生まれ

23出 f'>l:上品開 /-î ' H

当番|去 山 本内科 川内問]北方 fr66 -2066 
24(日) .. _ . .・ ・- - ・・- -・ ・ ・ 一色晶

I 9:3ト r "ij 民会館重信町公民館研究大会

不燃こ'み|日1~J1.日
251f1) " ー-- ‘ a・ ・ 合唱・ー --骨骨骨

---・・‘

健康相談 (27 日まで) 宇宇 J也 区

28(村 心配ごと相談所 13:00-15:00 役場会議室

31(日) 当番|云 八木耳鼻綱町長科皮!帯科 牛前l 合64 -5400 
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